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(1) 
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(2) 

 𝑓(𝑡) = 𝑂𝑃 ∙ 𝑂𝑅 = 𝑡 cos3 𝑡 

 𝑓′(𝑡) = cos3 𝑡 + 𝑡 ∙ 3 cos2 𝑡 ∙ (− sin 𝑡) = cos2 𝑡 (cos 𝑡 − 3𝑡 sin 𝑡) 

       = sin 𝑡 cos2 𝑡 (cot 𝑡 − 3𝑡) 
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2
)であり、𝑦 = cot 𝑡と𝑦 = 3𝑡は 

0 < 𝑡 <
𝜋

2
においてただ一つの共有点を持つ。これを𝑡 = 𝛼とすると、 

𝑓(𝑡)の増減は右の通りで、𝑡 = 𝛼のみで最大値を持つ。(証明終)  

 

また、3𝛼 = cot 𝛼であるから 

 𝛼 =
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3 sin 𝛼
 ∴ 𝛼 cos3 𝛼＝𝑓(𝛼) =
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3 sin 𝛼
  (証明終) 

 

(3) 

𝑓(𝛼)

𝑆
=

cos4 𝛼

2 sin 𝛼
=

(1 − sin2 𝛼)2

2 sin 𝛼
である。関数𝑔(𝑠) =
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2𝑠
(0 < s < 1)を考える。 

 𝑔′(𝑠) =
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𝑔(𝑠)は 0 < 𝑠 < 1 において単調減少であるから、
𝑓(𝛼)

𝑆
は 0 < 𝛼 <
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2
において単調減少である。 
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  (証明終) 

 

 

※円周率𝜋の近似値は、既知としてよいのか？ 

y

t
0

2



coty t

3y t


